
かんばんのない
コーヒーや

１７シーズン
巡るふたりの五七五

１５歳の昆虫図鑑

昆虫好きの転校生が様々な悩みを抱
えたクラスメイトと関わっていく中で、
昆虫もその多様性の中で生き抜いて
いることを教えていく。自分らしく生き
ることの大切さを温もりのある文で伝
えてくれる。

光の粒が舞いあがる

人は誰かと出会ったり、憧れたりする
ことで勇気をもらったり、自分と向き
合ったりすることの大切さを教えても
らえる。ボクシングを通して二人の少
女が自分とは何者なのかを見つけ、
爽快に過ごす青春物語。

古本と一緒に珈琲を楽しめるお店を
開いていたオオカミくん。ある日、いい
匂いのする“かんばんのない” 
コーヒーやさんに入り、マスターのク
マに出会う。そこからオオカミくんの美
味しいコーヒーを入れるための“頑
張り”が始まる。

五・七・五の音数に導かれる世界に
強く影響を受けた主人公の音々は句
会を通して、自分の心を表現し、それ
を表していくことに惹かれていく。俳
句と出会った少女の心溢れる感性豊
かな物語。

自分の気持ちに声をあげる勇気をも
てなかった時に、人はきっかけ一つで
大きく変われる―理不尽なこと、不安
なこと、心配なこと全てを、このスピー
チに込めて魂の叫びをエネルギッ
シュに描き切った物語。

自分のやりたい！好き！の後押し
をしてくれるストーリーで、ありの
ままの私でいようと思えました。
主人公の虫オタクの女の子が登
場人物の悩みを虫の世界と交え
て解決へ導くお話で、虫の「エ
ラー」をその生き物の「個性」と
表現してくれるので、自分は周り
とはどこが違うと思っていたとこ
ろが、それは個性なんだと気付
かせてくれます。また、物語の中
心となる虫をもっと詳しく知れた
り、虫が嫌いな人も虫の生命力
のすごさに驚かされると思いま
す。
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